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祭
事
暦

　
諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

　
当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご
奉
仕

致
し
て
お
り
ま
す

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　
家
内
安
全
・
当
病
平
癒
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・
宅

　
神
祭
・
神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

摂末社巡拝⑪

厳　島　神　社

五
月
二
十
日
︵
土
︶［
午
後
七
時
］

　
　
春
季
大
祭
宵
祭
︵
露
店
あ
り
︶

五
月
二
十
一
日
︵
日
︶［
午
前
十
時
］　

　
　
春
季
大
祭
︻
供
膳
祭
︼

七
月
三
十
日
︵
日
︶［
午
後
五
時
］　
　

　
　
夏
越
祭
︻
輪
く
ぐ
り
祭
︼︵
露
店
あ
り
︶

毎
月
一
日
︵
午
前
九
時
︶
月
次
祭

※
月
次
祭
に
お
詣
り
の
方
は
、
拝
殿
に

　
ご
昇
殿
下
さ
い
ま
し
て
祭
典
に
参
列

　
し
て
下
さ
い
。

　
平
成
十
八
年
の
幕
開
け
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
夜
間
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
年
の
家
族

の
安
泰
を
祈
る
参
拝
者
で
溢
れ
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
は
、
境
内
の
特
設
テ
ン

ト
で
総
代
や
氏
子
有
志
に
よ
る
恒
例
に

な
っ
た
紅
白
の
餅
つ
き
、
社
務
所
で
は
甘

酒
接
待
、
拝
殿
で
は
御
神
酒
が
参
拝
者
に
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つ
る
さ
き

つ
る
さ
き

ＵＲＬ

大
い
に
賑
わ
っ
た

い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

　
当
社
は
、
市
杵
島
姫
命
を
祭
神
と
し
て
祀

り
、
弁
才
天
地
区
の
氏
神
と
し
て
守
ら
れ
て

い
る
。
　

　
市
杵
島
姫
命
は
厳
島
神
社
︵
安
芸
の
宮
島
︶

の
祭
神
で
あ
る
が
、
七
福
神
の
弁
才
天
︵
女

性
の
仏
神
︶
と
同
一
視
さ
れ
る
事
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
弁
才
天
に
置
き
換
え
ら
れ
た

祭
神
の
名
称
を
と
っ
て
、
こ
の
地
区
を
弁
才

天
と
呼
ぶ
。

　
創
祀
は
不
明
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
こ
の

地
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
五
年
本
殿
、

拝
殿
の
修
理
を
行
う
と
同
時
に
、
社
殿
の
向

き
を
東
向
き
か
ら
北
向
き
に
変
更
し
た
。

　
平
成
十
一
年
四
月
鶴
崎
神
社
に
合
併
。

　
平
成
十
七
年
七
月
、
社
殿
の
老
朽
化
に
よ

り
改
築
を
決
議
し
、
外
遷
座
祭
を
執
行
す
る
。

同
年
十
一
月
、
正
遷
座
祭
並
び
に
竣
工
奉
祝

祭
を
執
行
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
二
月

に
は
内
祀
用
の
本
殿
も
改
築
し
た
。

　
境
内
に
は
海
水
が
洗
っ
た
巨
岩
が
多
数
あ

り
、
風
光
明
媚
な
所
と
し
て
早
島
十
景
︵
町

重
文
︶
の
扁
額
に
﹁
弁
天
の
浮
見
堂
﹂
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。

　
毎
年
春
祭
を
五
月
第
二
日
曜
日
、
秋
祭
を

十
月
第
二
日
曜
日
に
執
り
行
っ
て
い
る
。

　
　

早島町早島2329　

振
る
舞
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
如
水
会
に
よ
る
﹁
如
水
太
鼓
﹂、
多
聞

会
太
鼓
ク
ラ
ブ
に
よ
る
﹁
早
島
い
草
太
鼓
﹂
、
岡

山
銭
太
鼓
つ
ば
さ
会
に
よ
る
﹁
銭
太
鼓
・
傘
踊

り
﹂
の
公
演
が
行
わ
れ
、
勇
壮
な
太
鼓
の
音
や

息
の
合
っ
た
踊
り
に
参
拝
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
。

　
第
五
回
目
と
な
る
干
支
ジ
ャ
ン
ボ
折
り
紙

は
、
干
支
の
イ
ヌ
が
特
設
舞
台
に
展
示
さ
れ
、

夜
間
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

（初詣をする参拝者）

祭神　市杵島姫命

初 

詣

（勇壮な如水太鼓の公演）

新社
殿

旧社殿
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︻
質
問
︼

　
台
所
の
神
棚
に
は
カ
マ
ド
の
神
様
を
お

祀
り
す
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
カ
マ
ド
神
と

は
ど
の
よ
う
な
神
様
な
の
で
す
か
？

神
道
Ｑ
＆
Ａ

︻
答
え
︼

　
境
内
の
西
側
、
中
学
校
入
り
口
付
近
に
あ

る
榎
の
大
木
の
葉
が
繁
り
、
落
葉
の
時
期
に

は
付
近
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

枝
打
ち
を
行
う
事
と
し
、
二
月
十
八
日
に
氏

子
の
菱
川
寿
彦
氏
の
奉
仕
に
よ
り
、
総
代
、
氏

子
六
名
が
手
伝
い
、
伐
採
作
業
を
行
っ
た
。

　
半
日
で
、
土
蔵
の
屋
根
に
か
か
っ
て
い
た

大
き
な
枝
も
全
て
短
く
切
り
揃
え
ら
れ
、
境

内
の
枯
損
木
や
障
害
木
も
伐
採
し
、
整
理
し

た
。

榎 

の 

枝 

打 

ち

か
ま
ど
が
み

ふ
だ

台
所
の
神
棚
に
は
、
竈
神
の
お
神
札
を
お

祀
り
し
ま
す
。こ

う
じ
ん

さ
ん
ぽ
う
こ
う
じ
ん

か
ま
が
み

　
竈
神
は
、﹁
荒
神
﹂﹁
三
宝
荒
神
﹂﹁
釜
神
﹂

﹁
火
の
神
﹂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
あ

り
、
主
に
カ
マ
ド
を
中
心
と
し
た
各
家
の

火
を
扱
う
場
所
に
お
祀
り
さ
れ
る
神
様
で

す
。

　
食
物
の
煮
炊
き
に
用
い
ら
れ
る
竃
は
、

通
常
一
軒
に
一
カ
所
で
あ
っ
た
た
め
、
竃

は
そ
の
家
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
分
家
す
る
こ
と
を
﹁
竃
を
分
け

る
﹂
な
ど
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
竈
の
守
り
と
し
て
祀
ら
れ
る
竃
神
は
、

単
に
火
伏
せ
の
神
と
し
て
の
御
神
格
だ
け

で
は
な
く
、
農
作
の
神
や
そ
の
家
の
富
や

生
命
な
ど
生
活
全
般
を
司
る
神
と
し
て
広
く
信

仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
屋
内
の
場
合
、
竈
の
近
く
︵
現
在
で
は
台
所

へ
い
ぐ
し

な
ど
︶
に
神
棚
を
設
け
て
、
お
神
札
や
幣
串
を

納
め
て
祀
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
地
域
に

よ
っ
て
は
竃
神
の
形
相
を
表
し
た
面
を
祀
っ
た

よ
り
し
ろ

り
、
松
や
榊
な
ど
を
竈
神
の
依
代
︵
神
の
霊
が

宿
る
と
こ
ろ
︶
と
す
る
事
例
な
ど
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
地
方
で
は
、
竈
神
と
一
緒
に
焼
き
物
な

ど
で
作
ら
れ
た
牛
の
置
物
を
お
祀
り
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
田
畑
を
耕
す
牛
を
農
耕
の
神
の

信
仰
と
す
る
現
れ
で
す
。

　
さ
て
、
竈
神
の
具
体
的
な
御
神
名
で
す
が
、

お
お
と
し
の
か
み

お

き

つ

ひ

こ

﹁
古
事
記
﹂
に
大
年
神
の
子
と
し
て
﹁
奥
津
日
子

お

き

つ

ひ

め

お

お

べ

ひ

め

神
、
次
に
奥
津
比
売
命
、
又
の
名
は
大
戸
比
売

い
つ

神
。
此
は
諸
人
の
も
ち
拝
く
竈
神
な
り
﹂
と
あ

る
よ
う
に
、
奥
津
日
子
神
・
奥
津
比
売
命
の
二

柱
の
神
、
若
し
く
は
大
年
神
を
合
わ
せ
た
三
神

が
竈
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
の
清
浄
を
保
つ
た
め
、
神
祭
り
や
葬
祭
な

社
殿
建
設
に
向
け
て
の
経
過

　
老
朽
化
に
伴
う
当
社
の
社
殿
改
築
に
つ
い

て
、
平
成
十
六
年
四
月
に
﹁
社
殿
改
築
準
備
委

員
会
﹂
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
三
回
の
会
議
及

び
神
社
視
察
を
行
っ
た
。

　
昨
年
六
月
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
、
総
代
の

改
選
後
、
﹁
社
殿
建
設
委
員
会
規
程
﹂
並
び
に

﹁
社
殿
建
設
奉
賛
会
規
約
﹂
の
審
議
が
行
わ
れ
、

合
わ
せ
て
建
設
業
者
が
決
定
さ
れ
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
、
社
殿
建
設
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
委
員
長
を
始
め
と
す
る
各
委
員
が
下

記
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

　
十
二
月
十
八
日
、
第
一
回
社
殿
建
設
常
任
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
神
社
の
歴
史
、
伝
統
を
念

頭
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
設
計
図
面
及
び
見
積

書
の
内
容
が
施
行
者
に
よ
り
説
明
さ
れ
た
。

　
一
月
二
十
一
日
、
第
二
回
常
任
委
員
会
が
開

催
さ
れ
各
自
で
予
算
案
を
作
成
す
る
事
と
し

た
。

　
二
月
十
二
日
、
第
三
回
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
予
算
案
の
審
議
を
行
い
設
計
変
更
を
行

う
事
と
し
た
。

　
三
月
十
九
日
、
第
四
回
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
設
計
変
更
図
面
が
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　

社
殿
建
設
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
総
代
長
　
安
原
　
昇

　
　
副
委
員
長
　
副
総
代
長

　
藤
原
道
明

　
　
常
任
委
員
　
宮
　
司
　
太
田
浩
司

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
小
郷
正
廣

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
眞
鍋
秀
夫

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
永
原
耕
吉

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
小
橋
健
太
郎

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
湯
浅
純
二

  

　 

常
任
委
員
　
総
　
代
　
溝
手
昇
司

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
安
原
益
重

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
渡
辺
正
明

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
綱
島
　
全

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
今
田
　
寛

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
小
野
玲
一

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
大
崎
靖
信
　

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
蜂
谷
基
正

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
渡
邉
武
志

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
澤
田
和
之

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
渡
辺
　
旭

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
竹
内
　
寿

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
清
田
銀
造

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
大
森
英
夫

　
　
顧
問
　
　
　
顧
　
問
　
栗
坂
一
男

べ

っ

か

ど
に
は
別
火
を
用
い
た
り
、
大
晦
日
に
竈
火

を
新
た
に
し
て
竈
祓
い
の
行
事
を
行
う
こ
と

な
ど
よ
り
、
竈
火
を
神
聖
な
も
の
と
し
て
扱

う
信
仰
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
ね
ん
さ
い

 

　
春
季
に
行
わ
れ
る
祈
年
祭
を
中
心
と
し

た
祭
り
を
﹁
春
祭
﹂
と
い
う
。

　
祈
年
祭
は
﹁
と
し
ご
ひ
の
ま
つ
り
﹂
と
も

い
い
、﹁
と
し
﹂
は
穀
物
の
事
を
指
し
、
穀

物
の
豊
穣
を
祈
る
祭
り
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
本
来
わ
が
国
の
文
化
は
、
米
作
を
中
心

と
す
る
農
耕
文
化
を
基
盤
と
し
て
成
立
し

て
お
り
、
春
に
五
穀
豊
穣
を
神
に
祈
り
、
秋

に
至
っ
て
そ
の
豊
作
を
神
に
感
謝
す
る
基

本
的
な
祭
祀
儀
礼
が
、
律
令
国
家
成
立
に

伴
い
、
国
家
の
祭
祀
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
宮
中
や
伊
勢
神
宮
を
始

め
全
国
の
神
社
で
年
の
始
め
に
あ
た
っ
て
、

穀
物
の
豊
穣
を
祈
る
と
共
に
国
家
の
安
泰

を
祈
念
し
た
﹁
祈
年
祭
﹂
を
行
っ
て
来
た
。

　
終
戦
後
、
そ
の
名
称
も
一
時
消
失
し
た

が
、
現
在
は
春
祭
︵
祈
年
祭
︶
と
し
て
、
執

り
行
わ
れ
て
い
る
。

春　祭

春 季 大 祭
5 月 20 日（土）
宵祭り（午後７時）
５月 21 日（日）
供膳祭（午前10時）
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︻
質
問
︼

　
台
所
の
神
棚
に
は
カ
マ
ド
の
神
様
を
お

祀
り
す
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
カ
マ
ド
神
と

は
ど
の
よ
う
な
神
様
な
の
で
す
か
？

神
道
Ｑ
＆
Ａ

︻
答
え
︼

　
境
内
の
西
側
、
中
学
校
入
り
口
付
近
に
あ

る
榎
の
大
木
の
葉
が
繁
り
、
落
葉
の
時
期
に

は
付
近
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

枝
打
ち
を
行
う
事
と
し
、
二
月
十
八
日
に
氏

子
の
菱
川
寿
彦
氏
の
奉
仕
に
よ
り
、
総
代
、
氏

子
六
名
が
手
伝
い
、
伐
採
作
業
を
行
っ
た
。

　
半
日
で
、
土
蔵
の
屋
根
に
か
か
っ
て
い
た

大
き
な
枝
も
全
て
短
く
切
り
揃
え
ら
れ
、
境

内
の
枯
損
木
や
障
害
木
も
伐
採
し
、
整
理
し

た
。

榎 

の 

枝 

打 

ち

か
ま
ど
が
み

ふ
だ

台
所
の
神
棚
に
は
、
竈
神
の
お
神
札
を
お

祀
り
し
ま
す
。こ

う
じ
ん

さ
ん
ぽ
う
こ
う
じ
ん

か
ま
が
み

　
竈
神
は
、﹁
荒
神
﹂﹁
三
宝
荒
神
﹂﹁
釜
神
﹂

﹁
火
の
神
﹂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
あ

り
、
主
に
カ
マ
ド
を
中
心
と
し
た
各
家
の

火
を
扱
う
場
所
に
お
祀
り
さ
れ
る
神
様
で

す
。

　
食
物
の
煮
炊
き
に
用
い
ら
れ
る
竃
は
、

通
常
一
軒
に
一
カ
所
で
あ
っ
た
た
め
、
竃

は
そ
の
家
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
分
家
す
る
こ
と
を
﹁
竃
を
分
け

る
﹂
な
ど
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
竈
の
守
り
と
し
て
祀
ら
れ
る
竃
神
は
、

単
に
火
伏
せ
の
神
と
し
て
の
御
神
格
だ
け

で
は
な
く
、
農
作
の
神
や
そ
の
家
の
富
や

生
命
な
ど
生
活
全
般
を
司
る
神
と
し
て
広
く
信

仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
屋
内
の
場
合
、
竈
の
近
く
︵
現
在
で
は
台
所

へ
い
ぐ
し

な
ど
︶
に
神
棚
を
設
け
て
、
お
神
札
や
幣
串
を

納
め
て
祀
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
地
域
に

よ
っ
て
は
竃
神
の
形
相
を
表
し
た
面
を
祀
っ
た

よ
り
し
ろ

り
、
松
や
榊
な
ど
を
竈
神
の
依
代
︵
神
の
霊
が

宿
る
と
こ
ろ
︶
と
す
る
事
例
な
ど
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
地
方
で
は
、
竈
神
と
一
緒
に
焼
き
物
な

ど
で
作
ら
れ
た
牛
の
置
物
を
お
祀
り
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
田
畑
を
耕
す
牛
を
農
耕
の
神
の

信
仰
と
す
る
現
れ
で
す
。

　
さ
て
、
竈
神
の
具
体
的
な
御
神
名
で
す
が
、

お
お
と
し
の
か
み

お

き

つ

ひ

こ

﹁
古
事
記
﹂
に
大
年
神
の
子
と
し
て
﹁
奥
津
日
子

お

き

つ

ひ

め

お

お

べ

ひ

め

神
、
次
に
奥
津
比
売
命
、
又
の
名
は
大
戸
比
売

い
つ

神
。
此
は
諸
人
の
も
ち
拝
く
竈
神
な
り
﹂
と
あ

る
よ
う
に
、
奥
津
日
子
神
・
奥
津
比
売
命
の
二

柱
の
神
、
若
し
く
は
大
年
神
を
合
わ
せ
た
三
神

が
竈
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
の
清
浄
を
保
つ
た
め
、
神
祭
り
や
葬
祭
な

社
殿
建
設
に
向
け
て
の
経
過

　
老
朽
化
に
伴
う
当
社
の
社
殿
改
築
に
つ
い

て
、
平
成
十
六
年
四
月
に
﹁
社
殿
改
築
準
備
委

員
会
﹂
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
三
回
の
会
議
及

び
神
社
視
察
を
行
っ
た
。

　
昨
年
六
月
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
、
総
代
の

改
選
後
、
﹁
社
殿
建
設
委
員
会
規
程
﹂
並
び
に

﹁
社
殿
建
設
奉
賛
会
規
約
﹂
の
審
議
が
行
わ
れ
、

合
わ
せ
て
建
設
業
者
が
決
定
さ
れ
た
。

　
十
一
月
二
十
三
日
、
社
殿
建
設
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
委
員
長
を
始
め
と
す
る
各
委
員
が
下

記
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

　
十
二
月
十
八
日
、
第
一
回
社
殿
建
設
常
任
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
神
社
の
歴
史
、
伝
統
を
念

頭
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
設
計
図
面
及
び
見
積

書
の
内
容
が
施
行
者
に
よ
り
説
明
さ
れ
た
。

　
一
月
二
十
一
日
、
第
二
回
常
任
委
員
会
が
開

催
さ
れ
各
自
で
予
算
案
を
作
成
す
る
事
と
し

た
。

　
二
月
十
二
日
、
第
三
回
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
予
算
案
の
審
議
を
行
い
設
計
変
更
を
行

う
事
と
し
た
。

　
三
月
十
九
日
、
第
四
回
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
設
計
変
更
図
面
が
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　

社
殿
建
設
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
総
代
長
　
安
原
　
昇

　
　
副
委
員
長
　
副
総
代
長

　
藤
原
道
明

　
　
常
任
委
員
　
宮
　
司
　
太
田
浩
司

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
小
郷
正
廣

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
眞
鍋
秀
夫

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
永
原
耕
吉

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
小
橋
健
太
郎

　
　
常
任
委
員
　
総
　
代
　
湯
浅
純
二

  

　 

常
任
委
員
　
総
　
代
　
溝
手
昇
司

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
安
原
益
重

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
渡
辺
正
明

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
綱
島
　
全

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
今
田
　
寛

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
小
野
玲
一

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
大
崎
靖
信
　

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
蜂
谷
基
正

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
渡
邉
武
志

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
澤
田
和
之

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
渡
辺
　
旭

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
竹
内
　
寿

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
清
田
銀
造

　
　
委
員
　
　
　
総
　
代
　
大
森
英
夫

　
　
顧
問
　
　
　
顧
　
問
　
栗
坂
一
男

べ

っ

か

ど
に
は
別
火
を
用
い
た
り
、
大
晦
日
に
竈
火

を
新
た
に
し
て
竈
祓
い
の
行
事
を
行
う
こ
と

な
ど
よ
り
、
竈
火
を
神
聖
な
も
の
と
し
て
扱

う
信
仰
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
ね
ん
さ
い

 

　
春
季
に
行
わ
れ
る
祈
年
祭
を
中
心
と
し

た
祭
り
を
﹁
春
祭
﹂
と
い
う
。

　
祈
年
祭
は
﹁
と
し
ご
ひ
の
ま
つ
り
﹂
と
も

い
い
、﹁
と
し
﹂
は
穀
物
の
事
を
指
し
、
穀

物
の
豊
穣
を
祈
る
祭
り
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
本
来
わ
が
国
の
文
化
は
、
米
作
を
中
心

と
す
る
農
耕
文
化
を
基
盤
と
し
て
成
立
し

て
お
り
、
春
に
五
穀
豊
穣
を
神
に
祈
り
、
秋

に
至
っ
て
そ
の
豊
作
を
神
に
感
謝
す
る
基

本
的
な
祭
祀
儀
礼
が
、
律
令
国
家
成
立
に

伴
い
、
国
家
の
祭
祀
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
宮
中
や
伊
勢
神
宮
を
始

め
全
国
の
神
社
で
年
の
始
め
に
あ
た
っ
て
、

穀
物
の
豊
穣
を
祈
る
と
共
に
国
家
の
安
泰

を
祈
念
し
た
﹁
祈
年
祭
﹂
を
行
っ
て
来
た
。

　
終
戦
後
、
そ
の
名
称
も
一
時
消
失
し
た

が
、
現
在
は
春
祭
︵
祈
年
祭
︶
と
し
て
、
執

り
行
わ
れ
て
い
る
。

春　祭

春 季 大 祭
5 月 20 日（土）
宵祭り（午後７時）
５月 21 日（日）
供膳祭（午前10時）
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祭
事
暦

　
諸
祈
祷
・
出
張
祭
の
案
内

　
当
社
で
は
左
記
に
よ
り
随
時
ご
奉
仕

致
し
て
お
り
ま
す

♦
初
宮
詣
・
交
通
安
全
・
厄
除
・
安
産
・

　
家
内
安
全
・
当
病
平
癒
そ
の
他

♦
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
家
移
清
祓
・
宅

　
神
祭
・
神
葬
祭
等

ご
希
望
の
方
は
前
も
っ
て
ご
連
絡
下

さ
い
。

摂末社巡拝⑪

厳　島　神　社

五
月
二
十
日
︵
土
︶［
午
後
七
時
］

　
　
春
季
大
祭
宵
祭
︵
露
店
あ
り
︶

五
月
二
十
一
日
︵
日
︶［
午
前
十
時
］　

　
　
春
季
大
祭
︻
供
膳
祭
︼

七
月
三
十
日
︵
日
︶［
午
後
五
時
］　
　

　
　
夏
越
祭
︻
輪
く
ぐ
り
祭
︼︵
露
店
あ
り
︶

毎
月
一
日
︵
午
前
九
時
︶
月
次
祭

※
月
次
祭
に
お
詣
り
の
方
は
、
拝
殿
に

　
ご
昇
殿
下
さ
い
ま
し
て
祭
典
に
参
列

　
し
て
下
さ
い
。

　
平
成
十
八
年
の
幕
開
け
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
夜
間
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
年
の
家
族

の
安
泰
を
祈
る
参
拝
者
で
溢
れ
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
は
、
境
内
の
特
設
テ
ン

ト
で
総
代
や
氏
子
有
志
に
よ
る
恒
例
に

な
っ
た
紅
白
の
餅
つ
き
、
社
務
所
で
は
甘

酒
接
待
、
拝
殿
で
は
御
神
酒
が
参
拝
者
に
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つ
る
さ
き

つ
る
さ
き

ＵＲＬ

大
い
に
賑
わ
っ
た

い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

　
当
社
は
、
市
杵
島
姫
命
を
祭
神
と
し
て
祀

り
、
弁
才
天
地
区
の
氏
神
と
し
て
守
ら
れ
て

い
る
。
　

　
市
杵
島
姫
命
は
厳
島
神
社
︵
安
芸
の
宮
島
︶

の
祭
神
で
あ
る
が
、
七
福
神
の
弁
才
天
︵
女

性
の
仏
神
︶
と
同
一
視
さ
れ
る
事
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
弁
才
天
に
置
き
換
え
ら
れ
た

祭
神
の
名
称
を
と
っ
て
、
こ
の
地
区
を
弁
才

天
と
呼
ぶ
。

　
創
祀
は
不
明
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
こ
の

地
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
五
年
本
殿
、

拝
殿
の
修
理
を
行
う
と
同
時
に
、
社
殿
の
向

き
を
東
向
き
か
ら
北
向
き
に
変
更
し
た
。

　
平
成
十
一
年
四
月
鶴
崎
神
社
に
合
併
。

　
平
成
十
七
年
七
月
、
社
殿
の
老
朽
化
に
よ

り
改
築
を
決
議
し
、
外
遷
座
祭
を
執
行
す
る
。

同
年
十
一
月
、
正
遷
座
祭
並
び
に
竣
工
奉
祝

祭
を
執
行
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
二
月

に
は
内
祀
用
の
本
殿
も
改
築
し
た
。

　
境
内
に
は
海
水
が
洗
っ
た
巨
岩
が
多
数
あ

り
、
風
光
明
媚
な
所
と
し
て
早
島
十
景
︵
町

重
文
︶
の
扁
額
に
﹁
弁
天
の
浮
見
堂
﹂
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。

　
毎
年
春
祭
を
五
月
第
二
日
曜
日
、
秋
祭
を

十
月
第
二
日
曜
日
に
執
り
行
っ
て
い
る
。

　
　

早島町早島2329　

振
る
舞
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
如
水
会
に
よ
る
﹁
如
水
太
鼓
﹂、
多
聞

会
太
鼓
ク
ラ
ブ
に
よ
る
﹁
早
島
い
草
太
鼓
﹂
、
岡

山
銭
太
鼓
つ
ば
さ
会
に
よ
る
﹁
銭
太
鼓
・
傘
踊

り
﹂
の
公
演
が
行
わ
れ
、
勇
壮
な
太
鼓
の
音
や

息
の
合
っ
た
踊
り
に
参
拝
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
。

　
第
五
回
目
と
な
る
干
支
ジ
ャ
ン
ボ
折
り
紙

は
、
干
支
の
イ
ヌ
が
特
設
舞
台
に
展
示
さ
れ
、

夜
間
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

（初詣をする参拝者）

祭神　市杵島姫命

初 

詣

（勇壮な如水太鼓の公演）

新社
殿

旧社殿
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